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2020年10月20日（火）	 第 1 回学位審査委員会〈稟議〉（審査日程および本委員会運営方針の確認）
2020年11月 4 日（水）	 第 2 回学位審査委員会〈口述試験〉（最終試験、学力確認、質疑応答）
2020年11月15日（日）～20日（金）
	 第 3 回学位審査委員会〈稟議〉（修正論文の評価、合否判定）
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2020年11月28日（土）～12月 1 日（火）
	 第 4 回学位審査委員会〈稟議〉（審査報告書の作成・確認）




















































































　 1．	Enoki S, Kuramochi R, Murata Y, Tokutake G, Shimizu T. (2020) The relationships between chronic low 
back pain and physical factors in collegiate pole vaulters: A cross-sectional study. Int J Sports Phys Ther, 
15(4):537-547. （主に第 2章を構成）
　 2．	Enoki S, Kuramochi R, Murata Y, Tokutake G, Sakamoto T, Shimizu T. (In press) Internal risk factors for 
low back pain in pole vaulters and decathletes: A prospective study. Orthop J Sports Med, 9(2). （主に第 3
章を構成）
2 ．最終試験の結果
本論文の内容に関して、2020年11月 4 日に口頭にて最終試験を実施した。その内容は、研究の目的と意
義、研究デザインや分析方法、結果の解釈など本研究に直接関わる内容にとどまらず、疫学研究や健康科
学全般にわたって専門領域に関する知識と理解度、研究に対する論理的な展開能力などについて、その学
識と研究能力を確認しようとするものであった。その結果、これらの事項に関し十分な学識と研究能力と
を有していると判定した。
3 ．学力の確認
本論文の提出者は、本研究科博士課程において所定の単位を取得し、かつ本研究科の指導指針に則り、
英文誌を含む学会誌に筆頭著者として複数の原著論文を発表していることから、博士の学位を授与される
に値する学力を有すると確認した。
4 ．結論
本学位審査委員会は、提出された博士学位請求論文が博士の学位を授与されるに値するものであり、か
つ論文提出者はその専門分野における充分な学識と研究能力とを有するものであることを確認したので、
博士（体育学）の学位を授与するのに適格であると判定した。
	 以上
